
常任
理事

常任
理事

常任
理事

常任
理事

新常任理事の顔ぶれ
任期：令和5年6月25日～令和5年度に関する定例代議員会終結時

氏　　名 年齢・所属医師会

年齢は6月25日現在

出身地、最終学歴、主な医師会経歴等、専門
顔写真役職

（1）第1484号 日 医 ニ ュ ー ス 〔昭和42年3月4日第3種郵便物認可〕令和5年7月20日

〒113－8621 東京都文京区本駒込2－28－16
電話 03－3946－2121（代）
FAX 03－3946－6295
E-mail wwwinfo@po.med.or.jp
https://www.med.or.jp/

発
行
所

毎月2回　5日・20日発行　定価　2,400円／年（郵税共）No. 14842023. 7. 20

●	会長あいさつ	
	 	 …………… 2～ 3面
●	定例記者会見	
	 	 ………………… 4面
●	代表質問回答	
	 	 …………… 6～ 8面

濵
はま

口
ぐち

　欣
きん

也
や

67・福岡

福岡県出身、東京慈恵会医科大卒、北九州市小倉医理事を
経て、令和２年より福岡県医理事。産婦人科

笹
ささ

本
もと

　洋
よう

一
いち

64・北海道

北海道出身、北海道大卒、札幌市医理事を経て、平成25
年より北海道医常任理事。眼科

佐
さ

原
はら

　博
ひろ

之
ゆき

60・石川

石川県出身、群馬大卒、平成22年より石川県医理事。外
科

坂
さか

本
もと

　泰
たい

三
ぞう

68・兵庫

兵庫県出身、獨協医科大卒、小野市・加東市医理事・副会長、
兵庫県医理事を経て、令和4年より兵庫県医常任理事。内科

に
つ
い
て
、
事
業
報
告
は
監

事
の
監
査
を
受
け
た
後
、
５

月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和

５
年
度
第
２
回
理
事
会
で
承

認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
説
明
し
た
。

議
事
で
は
、
ま
ず
、
「
第

１
号
議
案　

令
和
４
年
度
日

本
医
師
会
決
算
の
件
」
に
関

し
て
、

田
徹
副
会
長
が
資

料
に
基
づ
き
、
一
般
会
計
、

医
師
年
金
事
業
特
別
会
計
等

に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
。
藤

原
秀
俊
財
務
委
員
会
委
員
長

か
ら
は
、
４
月
27
日
に
開
催

さ
れ
た
財
務
委
員
会
で
慎
重

な
審
査
を
行
い
、
原
案
は
適

正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た

旨
の
報
告
が
あ
り
、
第
１
号

議
案
は
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
た
。

「
第
２
号
議
案　

令
和
６

年
度
日
本
医
師
会
会
費
賦
課

徴
収
の
件
」
に
つ
い
て
は
、
猪

口
雄
二
副
会
長
が
、（
１
）
令

和
５
年
度
と
の
変
更
点
と
し

て
、
組
織
強
化
を
よ
り
一
層

推
進
す
る
た
め
、
Ａ
②
Ｂ
会

員
の
日
本
医
師
会
医
師
賠
償

責
任
保
険
料
を
引
き
下
げ
る

こ
と
に
伴
い
、
31
歳
以
上
の

Ａ
②
Ｂ
会
員
の
会
費
も
引
き

下
げ
を
行
う
、（
２
）
資
料
に

示
し
た
会
費
は
令
和
６
年
４

月
１
日
よ
り
、
都
道
府
県
医

師
会
長
に
委
嘱
し
て
徴
収
す

る

─
こ
と
な
ど
を
説
明
。

表
決
の
結
果
、
第
２
号
議
案

は
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

「
第
３
号
議
案　

日
本
医

師
会
常
任
理
事
選
任
・
選
定

の
件
」
に
つ
い
て
は
、
松
本

会
長
が
、
（
１
）
今
回
の
選

任
・
選
定
は
第
１
５
３
回
日

本
医
師
会
臨
時
代
議
員
会
で

常
任
理
事
を
４
名
増
員
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
、
（
２
）
選
任
・
選
定
さ

れ
る
常
任
理
事
の
任
期
は
令

和
５
年
６
月
25
日
か
ら
令
和

５
年
度
に
関
す
る
定
例
代
議

日
本
医
学
会
臨
時
評
議
員

会
が
６
月
23
日
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
会

長
に
は
現
会
長
の
門
田
守
人

堺
市
立
病
院
機
構
理
事
長

（
写
真
）
が
再
選
さ
れ
、
４

期
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。門

田
会
長
は
、
昭
和
20
年

生
ま
れ
の
77
歳
。
昭
和
45
年

大
阪
大
学
医
学
部
を
卒
業

後
、阪
大
医
学
部
外
科
教
授
、

同
附
属
病
院
副
病
院
長
、
阪

大
理
事
・
副
学
長
、
が
ん
研

究
会
有
明
病
院
長
、
国
立
が

ん
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
等
の

要
職
を
歴
任
。
平
成
29
年
か

ら
日
本
医
学
会
長
を
務
め
て

い
る
。

ま
た
、
副
会
長
に
つ
い
て

は
、
社
会
か
ら
磯
博
康
国
立

国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
国

際
医
療
協
力
局
グ
ロ
ー
バ
ル

ヘ
ル
ス
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

長
が
、
臨
床
内
科
か
ら
門
脇

孝
虎
の
門
病
院
長
が
そ
れ
ぞ

れ
再
任
さ
れ
た
他
、
基
礎
か

ら

橋
雅
英
藤
田
医
科
大
学

国
際
再
生
医
療
セ
ン
タ
ー

長
・
特
命
教
授
、
臨
床
外
科

か
ら
北
川
雄
光
慶
應
義
塾
大

学
常
任
理
事
・
外
科
学
教
授

／
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

理
事
が
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
選

出
さ
れ
た
。

な
お
、
会
長
、
副
会
長
の

任
期
は
、
い
ず
れ
も
令
和
５

年
６
月
24
日
か
ら
令
和
７
年

日
本
医
学
会
臨
時
評
議
員
会

開
催
日
ま
で
と
な
る
。

日
本
医
学
会

　
　門
田
会
長
を
再
選

代
議
員
会
は
、
慎
重
な
審

議
と
円
滑
な
議
事
進
行
へ
の

協
力
を
求
め
る
柵
木
充
明
代

議
員
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
に

よ
り
開
会
。
冒
頭
あ
い
さ
つ

し
た
松
本
吉
郎
会
長
は
、「
組

織
強
化
」
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
等
」
「
か
か

り
つ
け
医
機
能
」
「
外
来
機

能
報
告
・
紹
介
受
診
重
点
医

療
機
関
」
「
令
和
６
年
度
ト

リ
プ
ル
改
定
に
向
け
て
」「
医

師
の
働
き
方
改
革
」
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
」
「
医

薬
品
の
安
定
供
給
」
に
対
す

る
日
本
医
師
会
の
考
え
を
説

明
。
そ
の
上
で
、
「
今
後
も

国
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る

た
め
、
政
府
の
審
議
会
等
で
、

現
場
の
声
を
踏
ま
え
た
意
見

を
し
っ
か
り
述
べ
て
い
く
」

と
し
て
、
代
議
員
に
絶
大
な

る
支
援
と
協
力
を
求
め
た
。

続
い
て
、
６
月
23
日
に
開

催
さ
れ
た
日
本
医
学
会
臨
時

評
議
員
会
で
４
選
を
果
た
し

た
門
田
守
人
日
本
医
学
会
長

が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
「
日

本
医
師
会
と
日
本
医

学
会
が
協
力
し
合
っ

て
、
こ
の
難
し
い
局

面
を
乗
り
切
っ
て
い

こ
う
」
と
述
べ
た
。

引
き
続
き
、
令
和

４
年
度
に
亡
く
な
ら

れ
た
会
員
の
先
生
方

の
功
績
を
た
た
え
、

黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ

た
。報

告
で
は
茂
松
茂

人
副
会
長
が
、
「
令

和
４
年
度
日
本
医
師

会
事
業
報
告
の
件
」

第154回日本医師会定例代議員会

員
会
終
結
の
時
ま
で
と
な
る

─
こ
と
を
説
明
。そ
の
後
、

柵
木
議
長
が
６
月
４
日
ま
で

に
立
候
補
の
届
出
を
し
た
４

名
の
常
任
理
事
候
補
（
坂
本

泰
三
、
濵
口
欣
也
、
笹
本
洋

一
、
佐
原
博
之
の
各
氏
）
の

名
前
を
読
み
上
げ
、
一
括
で

表
決
が
行
わ
れ
、
賛
成
多
数

で
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
４
名
の
常
任
理

事
が
盛
大
な
拍
手
の
下
、
登

壇
し
（
写
真
）、
柵
木
議
長

か
ら
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
代

表
質
問
に
移
っ
た
。

代
表
質
問
で
は
、
18
件
の

質
問
と
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

対
す
る
２
件
の
質
問
に
松
本

会
長
始
め
執
行
部
か
ら
回
答

を
行
い
、
代
議
員
会
は
終
了

と
な
っ
た
。

　第154回日本医師会定例代議員会が6月25日、日本医師会大講
堂で開催された。当日は新たに4名の常任理事を選任・選定するこ
とが賛成多数で承認された他、代議員からの質問に対して、日本
医師会執行部から回答を行った（会長あいさつの全文は2～ 3面、
代議員の質問に関する回答の概要は6～ 8面をご参照願いたい）。
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１
．
は
じ
め
に

本
日
は
、
第
１
５
４
回
日

本
医
師
会
定
例
代
議
員
会
に

ご
出
席
を
頂
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
日
本
医

師
会
の
会
務
運
営
に
特
段
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
近
、
日
本
列
島
各
地
で

地
震
が
相
次
い
で
発
生
し
、

ま
た
今
後
は
、
更
な
る
豪

雨
・
台
風
災
害
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。
私
ど
も
と
し
て
も
注

意
し
つ
つ
、
十
分
に
備
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
日
の
定
例
代
議
員
会
で

は
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
に

加
え
、
３
件
の
議
案
を
上
程

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
慎
重

に
ご
審
議
の
上
、
何
卒
ご
承

認
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

２
．
組
織
強
化

ご
承
知
の
通
り
、
３
月
開

催
の
臨
時
代
議
員
会
に
お
き

ま
し
て
、
常
任
理
事
４
名
を

増
員
す
る
た
め
の
定
款
改
正

を
お
認
め
頂
き
ま
し
た
。
改

正
の
目
的
は
、
増
大
か
つ
多

様
化
す
る
会
務
に
当
た
る
た

め
の
、
医
療
現
場
を
熟
知
し

た
高
い
知
見
を
有
す
る
人
材

の
登
用
に
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
期
待
に
応
え
る
よ
う

に
、
本
日
議
題
を
上
程
し
て

お
り
ま
す
常
任
理
事
の
選

任
・
選
定
の
件
で
は
、
全
国

か
ら
４
名
の
有
為
な
先
生
方

に
立
候
補
頂
き
ま
し
た
。
後

第
154
回
日
本
医
師
会
定
例
代
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　　
　会
長
あ
い
さ
つ

程
正
式
に
選
任
・
選
定
頂
い

た
暁
に
は
、
直
ち
に
、
医
師

会
組
織
強
化
を
始
め
と
す
る

喫
緊
の
課
題
に
対
し
、
執
行

部
の
新
た
な
一
員
と
し
て
、

共
に
当
た
っ
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

去
る
６
月
11
日
、
日
本
医

師
会
で
は
、
次
世
代
の
医
療

を
中
心
的
に
担
っ
て
い
く
若

手
医
師
の
取
り
組
み
を
通
し

て
、
国
民
の
信
頼
に
応
え
続

け
て
い
く
医
療
の
あ
り
方
等

を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
未
来

ビ
ジ
ョ
ン
〝
若
手
医
師
の
挑

戦
〟」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
日
本
医

師
会
と
し
て
初
の
試
み
で

す
。
当
日
は
誰
も
が
視
聴
で

き
る
よ
う
、
公
式YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ラ
イ
ブ
配
信

を
行
っ
た
他
、
現
在
も
講
演

動
画
を
公
開
し
て
お
り
ま

す
。今

後
も
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
若

手
医
師
を
始
め
と
し
た
非
会

員
の
先
生
方
の
医
師
会
活
動

へ
の
興
味
を
喚
起
し
、
更
な

る
入
会
促
進
に
つ
な
げ
て
い

く
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
先

生
方
の
声
を
広
く
聞
く
機
会

と
し
て
も
活
用
し
て
参
り
ま

す
。更

に
日
本
医
師
会
を
始

め
、
全
国
の
医
師
会
業
務
の

Ｄ
Ｘ
化
の
必
要
性
も
感
じ
て

に
機
能
拡
張
を
図
っ
て
い
く

予
定
で
す
の
で
、
内
容
が
固

ま
り
ま
し
た
ら
、
改
め
て
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
日
本
医
師
会
が
発

行
す
る
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド

「
医
師
資
格
証
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
電
子
処
方
箋せ

ん

の
発

行
に
必
須
と
な
る
こ
と
が
公

表
さ
れ
た
昨
年
夏
以
降
、
非

常
に
多
く
の
申
請
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。
保
有
者
数
は
４

万
６
０
０
０
人
を
超
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
世
界
的
な
半
導
体

不
足
に
よ
り
、
一
時
的
に
材

料
と
な
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
在

庫
が
枯
渇
し
た
た
め
、
今
月

よ
り
、
ク
ラ
ウ
ド
上
の
セ
カ

ン
ド
電
子
証
明
書
の
み
を
先

行
発
行
し
て
電
子
処
方
箋
の

発
行
に
は
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
に
対
応
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

カ
ー
ド
発
行
に
関
し
て

は
、
再
開
の
め
ど
が
立
っ
た

際
に
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

普
及
推
進
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。な

お
、
昨
年
６
月
に
創
設

し
た
「
日
本
医
師
会
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
支
援
制

度
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
運

用
開
始
１
年
を
契
機
に
、
電

話
相
談
窓
口
の
開
設
時
間
延

長
や
、
対
象
に
介
護
施
設
を

追
加
す
る
な
ど
、
支
援
内
容

の
拡
充
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
９
月
以
降
に
は
、
厚
生

労
働
省
の
関
連
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
関
す
る
解
説
資
料
の
提

供
や
専
門
相
談
窓
口
の
開
設

を
予
定
し
て
お
り
、
更
な
る

充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
医
師

会
組
織
強
化
検
討
委
員
会
の

ご
提
言
に
基
づ
き
、
全
国
の

医
師
会
事
務
局
の
ご
協
力
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
新
た
な
会
員

情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
の
検
討

を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
会
員
の
先
生
方

が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
入
退
会
な
ど

の
諸
手
続
き
を
行
う
こ
と
が

で
き
、
都
道
府
県
・
郡
市
区

等
医
師
会
に
も
共
通
し
て
お

使
い
頂
け
る
シ
ス
テ
ム
を
、

来
年
度
中
に
構
築
、
提
供
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
そ
の
後
も
段
階
的

３
．
新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
は
、
発
生
か

ら
お
よ
そ
３
年
５
カ
月
が
経

過
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
そ

の
闘
い
は
継
続
し
て
い
ま
す

が
、
５
月
８
日
に
、
５
類
感

染
症
に
類
型
変
更
さ
れ
、
大

き
な
区
切
り
を
迎
え
ま
し
た
。

全
国
の
医
療
・
介
護
関
係

者
は
、
通
常
の
医
療
を
守
り

な
が
ら
、
時
に
は
本
来
の
役

割
も
超
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

対
応
に
力
を
尽
く
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
わ
が
国
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
人
口
当
た

り
の
死
亡
者
数
の
低
さ
な

ど
、
国
際
的
に
比
較
し
て
も
、

世
界
有
数
の
医
療
の
実
績
を

積
み
上
げ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
本
日
ま

で
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
し
て
の

都
道
府
県
医
師
会
を
始
め
と

す
る
、
医
療
現
場
の
先
生
方
、

医
療
従
事
者
・
関
係
者
の
皆

様
方
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ

り
、
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝

を
表
し
ま
す
。

例
え
ば
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─

19

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
枠
組
み
で
は
、

検
査
や
宿
泊
療
養
な
ど
に
延

べ
23
万
8
０
０
０
人
の
医

師
、
看
護
職
、
事
務
職
等
に

ご
参
加
頂
く
な
ど
、
非
常
に

多
く
の
関
係
者
が
従
事
さ

れ
、
国
民
の
生
命
、
健
康
の

た
め
、
ま
さ
に
医
師
会
活
動

の
本
領
を
発
揮
し
て
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
限
ら
ず
、

災
害
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

11
月
に
千
島
海
溝
地
震
を
想

定
し
た
情
報
通
信
訓
練
を
北

海
道
医
師
会
等
の
協
力
の
下

に
行
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
災
害
へ
の
備
え
に

つ
い
て
ご
協
力
の
程
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

４
．
か
か
り
つ
け
医
機
能

か
か
り
つ
け
医
機
能
に
つ

い
て
は
、
昨
年
の
「
骨
太
の

方
針
２
０
２
２
」
に
お
い
て

は
「
か
か
り
つ
け
医
機
能
が

発
揮
さ
れ
る
制
度
整
備
を
行

う
。
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
議
論
が
深
め
ら
れ
、
今

回
の
「
骨
太
の
方
針
２
０
２

３
」
で
は
「
か
か
り
つ
け
医

機
能
が
発
揮
さ
れ
る
制
度
整

備
の
実
効
性
を
伴
う
着
実
な

推
進
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

か
か
り
つ
け
医
機
能
の
制

度
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

５
月
19
日
に
公
布
さ
れ
た

「
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可

能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築

す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

を
も
ち
ま
し
て
一
定
の
整
理

が
な
さ
れ
た
も
の
と
理
解
し

て
お
り
ま
す
。

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

６
月
14
日
に
都
道
府
県
医
師

会
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
日
本
医
師
会
は
、
国

民
の
た
め
に
、
か
か
り
つ
け

医
機
能
が
更
に
発
揮
さ
れ
る

よ
う
着
実
に
前
進
し
て
参
り

ま
す
。

５
．
外
来
機
能
報
告
・ 

紹
介
受
診
重
点
医
療
機
関

令
和
４
年
度
か
ら
、
地
域

の
医
療
機
関
の
外
来
機
能
の

明
確
化
・
連
携
に
向
け
て
、

外
来
機
能
報
告
制
度
が
始
ま

っ
て
お
り
ま
す
。

報
告
は
、
病
院
や
有
床
診

療
所
は
義
務
と
さ
れ
、
無
床

診
療
所
は
任
意
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
、
こ

の
報
告
を
基
に
各
地
の
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議
な
ど
の

場
で
、
「
紹
介
受
診
重
点
医

療
機
関
」
の
協
議
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

日
本
医
師
会
で
も
先
日
、

都
道
府
県
医
師
会
、
郡
市
区

等
医
師
会
を
対
象
に
説
明
会

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
後
も
、
地
域
の
医
師

会
が
協
議
の
場
で
主
体
的
な

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

６
．
令
和
６
年
度 

ト
リ
プ
ル
改
定
に
向
け
て

財
務
省
財
政
制
度
等
審
議

会
は
、
５
月
29
日
に
「
歴
史

的
転
機
に
お
け
る
財
政
」、
い

わ
ゆ
る
「
春
の
建
議
」
を
公

表
し
ま
し
た
。例
年
ど
お
り
、

医
療
等
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
主
張
を
展
開
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
コ
ロ
ナ
補

助
金
な
ど
に
よ
り
病
院
の
純

資
産
が
増
加
し
て
い
る
と
の

主
張
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
病
院
団
体
の
調
査
に
よ

る
と
、
２
０
２
２
年
度
の
医

療
機
関
の
経
常
利
益
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
、
物
価
高
騰
関
連

補
助
金
を
除
き
ま
す
と
72
・

２
％
が
赤
字
に
な
り
、
補
助

金
を
含
め
て
も
51
・
６
％
が

赤
字
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。コ

ロ
ナ
補
助
金
は
、
あ
く

ま
で
不
眠
不
休
で
未
知
の
ウ

イ
ル
ス
に
立
ち
向
か
っ
た
医

療
従
事
者
へ
の
一
時
的
な
支

援
で
あ
り
ま
す
。
昨
今
の
物

価
高
騰
や
賃
上
げ
に
つ
い
て

は
、
一
時
的
な
も
の
で
は
な

く
、
恒
常
的
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
診
療

報
酬
で
の
対
応
を
す
る
べ
き

で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
も
、
日
本

医
師
会
は
こ
れ
ま
で
も
会
見

等
で
し
っ
か
り
と
主
張
し
て

参
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
４
月

28
日
に
は
、
四
病
院
団
体
協

議
会
（
日
本
病
院
会
、
全
日

本
病
院
協
会
、
日
本
医
療
法

人
協
会
、
日
本
精
神
科
病
院

協
会
）、
全
国
医
学
部
長
病

院
長
会
議
と
の
連
名
で
、「
医

療
分
野
に
お
け
る
物

←
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価
・
賃
金
高
騰
対
策
に

関
す
る
要
望
書
」
を
自
民
党

政
務
調
査
会
社
会
保
障
制
度

調
査
会
に
提
出
い
た
し
ま
し

た
。
５
月
10
日
に
は
、
日
本

歯
科
医
師
会
、
日
本
薬
剤
師

会
と
の
連
名
で
、
「
医
科
・

歯
科
・
調
剤
分
野
に
お
け
る

物
価
・
賃
金
高
騰
対
策
に
関

す
る
三
師
会
合
同
声
明
」
の

合
同
記
者
会
見
を
行
い
ま
し

た
。更

に
、
５
月
25
日
に
は
日

本
看
護
協
会
、
全
国
老
人
保

健
施
設
協
会
、
全
国
老
人
福

祉
施
設
協
議
会
、
日
本
認
知

症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
協
会
を

加
え
た
12
団
体
連
名
で
、「
医

療
・
介
護
に
お
け
る
物
価
高

騰
・
賃
金
上
昇
へ
の
対
応
を

求
め
る
合
同
声
明
」
を
公
表

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
５
月

31
日
に
は
、
医
療
関
係
を
中

心
と
し
た
41
団
体
に
よ
る
国

民
医
療
推
進
協
議
会
総
会
を

開
催
し
、
「
骨
太
の
方
針
に

令
和
６
年
度
の
ト
リ
プ
ル
改

定
で
の
物
価
高
騰
と
賃
上
げ

へ
の
対
応
を
明
記
し
て
頂

き
、
必
要
財
源
を
確
保
す
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
こ
と
」

を
決
議
い
た
し
ま
し
た
。
併

せ
て
、
日
本
医
師
連
盟
を
通

じ
て
、
地
元
選
出
の
自
民
党

国
会
議
員
の
先
生
方
に
働
き

掛
け
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

６
月
７
日
開
催
の
第
８
回

経
済
財
政
諮
問
会
議
で
は

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
３
」

の
原
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
自
民
党
の
厚
生
労

働
部
会
や
政
調
全
体
会
議
等

を
始
め
、
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
た
結
果
、
今
回
の
閣
議

決
定
で
は
「
物
価
高
騰
・
賃

金
上
昇
、
経
営
の
状
況
、
支

え
手
が
減
少
す
る
中
で
の
人

材
確
保
の
必
要
性
、
患
者
・

利
用
者
負
担
・
保
険
料
負
担

へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、
患

者
・
利
用
者
が
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

必
要
な
対
応
を
行
う
。
」
と

さ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、

原
案
に
あ
り
ま
し
た
「
抑
制

の
必
要
性
」
が
「
影
響
」
に

修
正
さ
れ
た
他
、
「
患
者
・

利
用
者
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
」
と
い

う
文
言
が
新
た
に
追
加
さ
れ

ま
し
た
。
代
議
員
の
先
生
方

の
地
域
に
お
け
る
こ
れ
ま
で

の
活
発
な
働
き
掛
け
が
実
を

結
ん
だ
も
の
と
理
解
し
て
お

り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。こ

れ
か
ら
年
末
に
向
け

て
、
令
和
６
年
度
ト
リ
プ
ル

改
定
の
議
論
が
本
格
化
し
ま

す
が
、
物
価
高
騰
・
賃
金
上

昇
に
対
応
し
た
社
会
保
障
関

係
費
に
つ
い
て
、
年
末
の
予

算
編
成
過
程
で
の
前
向
き
な

議
論
と
な
る
も
の
と
受
け
止

め
て
お
り
ま
す
。
「
物
価
高

騰
・
賃
金
上
昇
、
経
営
の
状

況
、
支
え
手
が
減
少
す
る
中

で
の
人
材
確
保
の
必
要
性
」

に
基
づ
い
た
改
定
が
実
現
す

る
よ
う
、
引
き
続
き
日
本
医

師
会
は
政
府
に
働
き
掛
け
て

参
り
ま
す
。

一
方
、
「
少
子
化
対
策
・

こ
ど
も
政
策
の
抜
本
強
化
」

に
つ
い
て
も
、
先
般
閣
議
決

定
さ
れ
ま
し
た
「
こ
ど
も
未

来
戦
略
方
針
」
を
受
け
て
、

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
３
」

に
記
載
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

ど
も
・
子
育
て
、
少
子
化
対

策
は
大
変
重
要
な
政
策
で
は

あ
り
ま
す
が
、
先
ほ
ど
申
し

上
げ
た
国
民
医
療
推
進
協
議

会
の
決
議
に
も
あ
り
ま
し
た

よ
う
に
、
「
病
や
障
害
に
苦

し
む
方
々
の
た
め
の
財
源
を

切
り
崩
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
一
部
の
マ
ス
コ
ミ

に
よ
り
、
日
本
医
師
会
が
少

子
化
対
策
・
こ
ど
も
政
策
に

関
す
る
財
源
確
保
に
反
対
し

て
い
る
か
の
よ
う
な
旨
の
報

道
も
な
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な

く
、
日
本
医
師
会
は
少
子
化

対
策
・
こ
ど
も
政
策
は
今
後

の
日
本
に
と
っ
て
大
切
な
こ

と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
日
本
医
師
会
の
一
貫

し
た
主
張
で
あ
り
、
変
わ
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

社
会
保
障
の
財
源
を
し
っ

か
り
と
確
保
す
る
こ
と
は
不

可
欠
で
す
。
少
子
化
対
策
・

こ
ど
も
政
策
の
財
源
は
社
会

保
障
財
源
と
は
別
に
確
保
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
財
源
に
は
限
り

が
あ
る
た
め
難
し
い
問
題
で

は
あ
り
ま
す
が
、
政
府
に
は
、

社
会
保
障
と
少
子
化
対
策
・

こ
ど
も
政
策
の
両
方
の
視
点

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
頂
く

よ
う
、
引
き
続
き
求
め
て
参

り
ま
す
。

７
．
医
師
の
働
き
方
改
革

令
和
６
年
４
月
か
ら
始
ま

る
医
師
の
働
き
方
改
革
に
関

し
て
は
、
「
骨
太
の
方
針
２

０
２
３
」
の
原
案
で
は
「
医

師
が
不
足
す
る
地
域
へ
の
大

学
病
院
か
ら
の
医
師
の
派
遣

の
継
続
を
推
進
す
る
」
と
い

っ
た
こ
と
や
、
「
大
学
病
院

の
教
育
・
研
究
・
診
療
機
能

の
質
の
担
保
を
含
む
勤
務
す

る
医
師
の
働
き
方
改
革
の
推

進
」
と
い
っ
た
文
言
が
注
釈

に
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
回
の
閣
議
決
定
で
は
、

こ
れ
が
本
文
に
明
記
さ
れ
ま

し
た
。

医
師
の
働
き
方
改
革
で

は
、「
医
師
の
健
康
確
保
」「
地

域
医
療
の
継
続
性
」
、
そ
し

て
ま
た
、
「
医
療
・
医
学
の

質
の
維
持
・
向
上
」
の
三
つ

の
重
要
な
課
題
に
し
っ
か
り

と
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
日
本
医

師
会
は
、
厚
労
省
か
ら
指
定

を
受
け
た
医
療
機
関
勤
務
環

境
評
価
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を

中
心
に
、
医
療
機
関
及
び
勤

務
医
の
先
生
方
を
支
援
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

８
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

に
関
し
て
、
「
骨
太
の
方
針

２
０
２
３
」
で
は
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
用
途
拡

大
や
正
確
な
デ
ー
タ
登
録
の

取
り
組
み
を
進
め
、
２
０
２

４
年
秋
に
健
康
保
険
証
を
廃

止
す
る
。
」
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

健
康
保
険
証
を
廃
止
す
る

場
合
、
国
民
の
理
解
を
深
め

る
た
め
に
、
国
と
し
て
丁
寧

に
周
知
・
広
報
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
国
民
皆
保
険
の

下
で
、
健
康
保
険
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
付
さ
れ
て
い
る

全
て
の
国
民
、
患
者
の
皆
様

が
、
必
要
な
時
に
適
切
な
自

己
負
担
額
で
医
療
を
受
け
ら

れ
る
環
境
を
整
備
し
、
「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
」
よ
う

に
す
る
こ
と
は
、
医
療
Ｄ
Ｘ

の
大
前
提
と
考
え
ま
す
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

し
て
い
な
い
国
民
が
保
険
診

療
を
受
け
ら
れ
な
い
状
況

や
、
医
療
現
場
に
混
乱
を
招

く
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
民
・
患
者
の
皆

様
や
医
療
機
関
に
安
心
し
て

ご
利
用
頂
く
た
め
に
は
、
信

頼
性
を
高
め
る
こ
と
が
最
も

重
要
で
す
。
国
や
保
険
者
、

シ
ス
テ
ム
の
運
営
主
体
で
あ

る
支
払
基
金
に
は
、
デ
ー
タ

の
正
確
性
の
確
保
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

解
決
策
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
ひ
も
付
け
る
デ
ー
タ
の

正
確
性
の
確
保
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
頂
く
こ
と
に
尽
き

ま
す
が
、
現
在
、
国
民
、
患

者
の
皆
様
や
、
医
療
現
場
の

皆
様
が
抱
い
て
い
る
不
安
感

や
不
満
に
し
っ
か
り
と
耳
を

傾
け
て
頂
い
て
、
一
つ
ず
つ

丁
寧
か
つ
確
実
に
解
決
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

加
え
て
、
何
か
問
題
や
疑

問
が
生
じ
た
際
に
、
国
民
・

患
者
の
皆
様
や
医
療
機
関
が

報
告
・
相
談
す
る
窓
口
の
拡

充
と
そ
の
周
知
・
広
報
、
相

談
に
対
す
る
懇
切
丁
寧
な
対

応
も
併
せ
て
強
く
要
望
い
た

し
ま
す
。

９
．
医
薬
品
の
安
定
供
給

今
回
の
「
骨
太
の
方
針
２

０
２
３
」
で
は
「
経
済
安
全

保
障
推
進
法
の
着
実
な
実
施

と
取
り
組
み
の
更
な
る
強
化

を
行
う
。」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
経
済
安
保
法
で
は
、「
抗

菌
性
物
質
製
剤
」
が
最
も
優

先
し
て
安
定
供
給
確
保
の
た

め
の
対
応
が
必
要
な
特
定
重

要
物
資
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
他
業
種
に
比
べ
予

算
規
模
も
小
さ
く
、
そ
の
対

策
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
。ま

た
、
創
薬
力
強
化
に
向

け
た
取
り
組
み
が
列
挙
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
医
薬
品
開

発
で
は
、
新
薬
が
日
本
に
入

っ
て
こ
な
い
状
況
を
指
す

「
ド
ラ
ッ
グ
・
ロ
ス
」
が
発

生
し
て
お
り
、
承
認
が
遅
れ

る
「
ド
ラ
ッ
グ
・
ラ
グ
」
よ

り
事
態
は
深
刻
で
す
。

特
に
、
日
本
法
人
や
国
内

管
理
人
を
持
た
な
い
新
興
バ

イ
オ
医
薬
品
企
業
は
、
有
効

性
・
安
全
性
を
証
明
す
る
重

要
な
試
験
に
日
本
を
組
み
入

れ
ず
、
日
本
に
新
薬
が
入
っ

て
こ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

更
に
、
医
薬
品
品
質
問
題

と
し
て
、
後
発
品
を
め
ぐ
っ

て
は
、
企
業
の
相
次
ぐ
Ｇ
Ｍ

Ｐ
違
反
に
伴
っ
て
、
供
給
不

安
が
続
い
て
お
り
、
一
連
の

問
題
の
背
景
は
か
な
り
深
刻

で
す
。
品
質
確
保
・
安
定
供

給
に
向
け
て
各
企
業
は
努
力

し
て
い
ま
す
が
、
取
り
組
み

の
内
容
や
法
令
順
守
意
識
に

差
が
あ
り
ま
す
。
医
薬
品
の

安
定
供
給
は
、
製
造
販
売
業

者
の
責
務
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
世
界
情
勢
や
地
政
学

的
見
地
か
ら
、
製
薬
企
業
の

み
に
委
ね
る
こ
と
は
難
し

く
、
国
に
よ
る
産
業
へ
の
関

与
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

安
定
供
給
問
題
は
後
発
品

企
業
だ
け
で
は
な
く
、
先
発

品
企
業
も
含
め
た
、
業
界
全

体
の
問
題
で
あ
り
、
国
の
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ

て
、
医
薬
品
の
産
業
構
造
を

よ
り
強
固
な
も
の
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

10
．
お
わ
り
に

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
を
通
じ
て
、

多
く
の
国
民
は
医
療
へ
の
ア

ク
セ
ス
の
重
要
性
を
痛
感
し

ま
し
た
。

財
政
審
の
「
春
の
建
議
」

は
、
医
療
に
お
け
る
多
く
の

問
題
を
孕は

ら

ん
で
お
り
、今
後
、

医
療
の
現
場
を
脅
か
す
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

財
政
上
の
理
由
か
ら
保
険

給
付
範
囲
を
縮
小
し
て
い
け

ば
、
た
と
え
全
て
の
国
民
が

公
的
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
る
と
し
て
も
、
国
民
が
必

要
と
す
る
医
療
を
給
付
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
低
所
得
者

層
の
貧
困
化
も
社
会
問
題
と

な
る
中
で
、
所
得
に
差
が
あ

る
等
の
理
由
で
、
必
要
な
医

療
を
利
用
で
き
る
患
者
さ
ん

と
利
用
で
き
な
い
患
者
さ
ん

の
間
に
分
断
を
生
み
出
し
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
生
活
を
支
え
る
基
盤

と
し
て
、
「
必
要
か
つ
適
切

な
医
療
は
保
険
診
療
に
よ
り

確
保
す
る
」
と
い
う
国
民
皆

保
険
制
度
の
理
念
を
今
後
と

も
堅
持
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

日
本
医
師
会
は
、
国
民
の

生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に

も
、
政
府
の
審
議
会
等
で
、

現
場
の
声
を
踏
ま
え
た
意
見

を
し
っ
か
り
と
述
べ
て
い
く

所
存
で
す
。

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、

今
後
と
も
皆
様
か
ら
の
絶
大

な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
私
の
所
信
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　日本医師会公式YouTubeチャンネルでは
定例記者会見や日本医師会オンラインセミナ
ーの動画などを掲載しています。ぜひ、ご覧
下さい。

日本医師会
公式YouTubeチャンネル

→
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■■■■■■■■
「
訪
問
看
護
に
お
け
る

 

医
師
と
の
連
絡
体
制
に
関
す
る

緊
急
調
査
」の
結
果
を
公
表

6
月
21
日

■■■■■■■■
「
骨
太
の
方
針
２
０
２
３
」
等
の

閣
議
決
定
を
受
け
て

松
本
吉
郎
会
長
は
、
６
月

16
日
に
「
経
済
財
政
運
営
と

改
革
の
基
本
方
針
２
０
２

３
」
、
い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の

方
針
２
０
２
３
」
や
「
規
制

改
革
実
施
計
画
」
等
が
閣
議

決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
、
「
骨
太
の
方
針
２
０
２

３
」
を
中
心
に
日
本
医
師
会

の
見
解
を
説
明
。
物
価
高
騰

と
賃
上
げ
へ
の
対
応
に
関

し
、
前
向
き
な
姿
勢
が
示
さ

れ
た
こ
と
を
評
価
し
た
。

（
１
）
令
和
６
年
度 

ト
リ
プ
ル
改
定

今
回
の
閣
議
決
定
で
は

「
物
価
高
騰
・
賃
金
上
昇
、

経
営
の
状
況
、
支
え
手
が
減

少
す
る
中
で
の
人
材
確
保
の

必
要
性
、
患
者
・
利
用
者
負

担
・
保
険
料
負
担
へ
の
影
響

を
踏
ま
え
、
患
者
・
利
用
者

が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
対
応

を
行
う
。
」
と
さ
れ
、
６
月

７
日
開
催
の
第
８
回
経
済
財

政
諮
問
会
議
に
示
さ
れ
た

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
３
」

の
原
案
に
あ
っ
た
「
抑
制
の

必
要
性
」
が
「
影
響
」
に
修

正
さ
れ
る
と
と
も
に
、
「
患

者
・
利
用
者
が
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
」

と
い
う
文
言
が
新
た
に
追
加

さ
れ
た
こ
と
を
説
明
。

日
本
医
師
会
と
し
て
物
価

高
騰
と
賃
上
げ
へ
の
対
応
を

求
め
、
四
病
院
団
体
協
議

会
・
全
国
医
学
部
長
病
院
長

会
議
と
の
連
名
で
の
要
望

書
、
日
本
歯
科
医
師
会
・
日

本
薬
剤
師
会
と
の
連
名
で
の

合
同
声
明
、
日
本
看
護
協

会
・
全
国
老
人
保
健
施
設
協

会
な
ど
12
団
体
連
名
で
の
合

同
声
明
、
医
療
関
係
を
中
心

と
し
た
41
団
体
に
よ
る
国
民

医
療
推
進
協
議
会
総
会
に
お

け
る
決
議
等
を
も
っ
て
働
き

掛
け
を
展
開
し
て
き
た
こ
と

が
実
を
結
ん
だ
も
の
と
評
価

し
、
前
向
き
な
議
論
と
な
る

も
の
と
の
受
け
止
め
を
語
っ

た
。
そ
の
上
で
、
今
後
は
「
物

価
高
騰
・
賃
金
上
昇
、
経
営

状
況
、
人
材
確
保
の
必
要
性
」

に
基
づ
い
た
改
定
が
実
現
す

る
よ
う
、
引
き
続
き
政
府
に

働
き
掛
け
て
い
く
と
し
た
。

（
２
）
か
か
り
つ
け
医
機
能

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
３
」

で
は
、
「
か
か
り
つ
け
医
機

能
が
発
揮
さ
れ
る
制
度
整
備

の
実
効
性
を
伴
う
着
実
な
推

進
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

本
制
度
整
備
に
関
し
て
は
、

５
月
19
日
に
公
布
さ
れ
た

「
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可

能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築

す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

を
も
っ
て
一
定
の
整
理
が
な

さ
れ
た
も
の
と
の
見
解
を
示

し
、
「
引
き
続
き
国
民
の
た

め
に
、
か
か
り
つ
け
医
機
能

が
更
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
着

実
に
推
進
し
て
い
く
」
と
述

べ
た
。

（
３
）
医
師
の
働
き
方
改
革

原
案
で
は
注
釈
に
書
か
れ

て
い
た
、
「
医
師
が
不
足
す

る
地
域
へ
の
大
学
病
院
か
ら

の
医
師
の
派
遣
の
継
続
を
推

進
す
る
」
「
大
学
病
院
の
教

育
・
研
究
・
診
療
機
能
の
質

の
担
保
を
含
む
勤
務
す
る
医

師
の
働
き
方
改
革
の
推
進
」

と
い
っ
た
文
言
が
本
文
に
明

記
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
。
①

医
師
の
健
康
確
保
②
地
域
医

療
の
継
続
性
③
医
療
・
医
学

の
質
の
維
持
・
向
上

─
の

三
つ
の
重
要
課
題
に
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
く
と
し

た
。

（
４
）
医
薬
品
関
係

今
回
の
「
骨
太
の
方
針
２

０
２
３
」
で
は
、
「
経
済
安

全
保
障
推
進
法
の
着
実
な
実

施
と
取
り
組
み
の
更
な
る
強

化
を
行
う
。
」
と
さ
れ
た
も

の
の
、
医
薬
関
係
は
、
他
業

種
に
比
べ
予
算
規
模
も
小
さ

く
、
そ
の
対
策
は
十
分
で
は

な
い
こ
と
を
指
摘
。
日
本
に

新
薬
が
入
っ
て
こ
な
い
上

に
、
後
発
品
の
供
給
不
安
も

続
い
て
い
る
と
し
て
、
「
医

薬
品
の
安
定
供
給
に
は
国
に

よ
る
産
業
へ
の
関
与
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
」
と
述
べ
、

国
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
期
待
を
寄
せ
た
。

ま
た
、
「
医
療
保
険
財
政

の
中
で
、
こ
う
し
た
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た

め
、
長
期
収
載
品
等
の
自
己

負
担
の
在
り
方
の
見
直
し
、

検
討
を
進
め
る
。
」
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
、

「
国
民
目
線
を
も
っ
て
極
め

て
慎
重
か
つ
丁
寧
に
議
論
す

る
こ
と
が
大
切
」
だ
と
し
た
。

（
５
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー 

カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

に
つ
い
て
、
「
用
途
拡
大
や

正
確
な
デ
ー
タ
登
録
の
取
組

を
進
め
、
２
０
２
４
年
秋
に

健
康
保
険
証
を
廃
止
す
る
。
」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関

し
て
は
、
信
頼
性
を
高
め
る

こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と

し
て
、
国
や
保
険
者
、
シ
ス

テ
ム
の
運
営
主
体
で
あ
る
社

会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金

に
対
し
、
デ
ー
タ
の
正
確
性

の
確
保
に
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
を
要
請
。
そ
の
上
で
、

問
題
等
が
生
じ
た
際
に
報

告
・
相
談
す
る
窓
口
を
拡
充

す
る
こ
と
や
、
そ
の
周
知
等

も
求
め
た
。

（
６
）
医
療
Ｄ
Ｘ

医
療
Ｄ
Ｘ
に
関
し
て
は
、

従
来
以
上
に
安
心
・
安
全

で
、
よ
り
良
い
医
療
を
提
供

す
る
こ
と
と
、
医
療
現
場
の

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
大

変
重
要
だ
と
し
、
日
本
医
師

会
も
全
面
的
に
協
力
し
て
い

る
こ
と
を
強
調
。
た
だ
し
、

こ
の
前
提
と
し
て
、
マ
イ
ナ

保
険
証
に
本
人
の
資
格
情
報

が
正
確
に
ひ
も
付
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
挙
げ
た
。

（
７
）
介
護
に
お
け
る 

多
床
室
の
室
料
負
担

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
３
」

で
は
、
「
介
護
保
険
料
の
上

昇
を
抑
え
る
た
め
、
利
用
者

負
担
の
一
定
以
上
所
得
の
範

囲
の
取
扱
い
な
ど
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
、
年
末
ま
で
に

結
論
を
得
る
。
」
と
さ
れ
、

注
釈
で
多
床
室
の
室
料
負
担

に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
介

護
保
険
施
設
で
は
食
費
・
居

住
費
は
自
己
負
担
化
さ
れ
て

お
り
、
老
健
、
介
護
医
療
院

の
多
床
室
に
は
室
料
は
存
在

し
な
い
と
整
理
さ
れ
て
い

る
」
と
説
明
。
老
健
、
介
護

医
療
院
の
入
所
者
は
「
自
宅
」

を
も
っ
て
い
る
こ
と
や
、
老

健
、
介
護
医
療
院
は
医
療
法

の
下
の
医
療
提
供
施
設
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
単
な
る
「
生

活
の
場
」
や
「
住
ま
い
」
で

は
な
い
と
の
見
解
を
改
め
て

述
べ
た
。

（
８
）
少
子
化
対
策
・ 

こ
ど
も
政
策

「
日
本
医
師
会
は
、
少
子

化
対
策
・
こ
ど
も
政
策
に
つ

い
て
は
、
大
変
重
要
な
政
策

で
あ
る
が
、
そ
の
政
策
に
用

い
る
財
源
を
確
保
す
る
た
め

に
、
病
や
障
害
に
苦
し
む

方
々
の
た
め
の
財
源
を
切
り

崩
し
て
は
な
ら
な
い
と
一
貫

し
て
主
張
し
て
き
た
」
と
し

た
。
そ
の
上
で
、
一
部
の
マ

ス
コ
ミ
に
よ
り
、
日
本
医
師

会
が
少
子
化
対
策
・
こ
ど
も

政
策
に
関
す
る
財
源
確
保
に

反
対
し
て
い
る
旨
の
報
道
が

な
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
、「
社

会
保
障
の
財
源
を
し
っ
か
り

と
確
保
す
る
こ
と
は
不
可
欠

で
あ
る
。
ま
た
、
少
子
化
対

策
・
こ
ど
も
政
策
の
財
源
は

社
会
保
障
財
源
と
は
別
に
確

保
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
」
と
強
調
。
政
府

に
は
、
社
会
保
障
と
少
子
化

対
策
・
こ
ど
も
政
策
の
両
方

の
視
点
を
も
っ
て
取
り
組
む

よ
う
、
引
き
続
き
求
め
て
い

く
と
し
た
。

（
９
）
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク 

テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
に
関
し
て
は
、
「
骨
太

の
方
針
２
０
２
３
」
と
同
日

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
規
制

改
革
実
施
計
画
」
で
、
在
宅

領
域
な
ど
地
域
医
療
に
お
け

る
医
師
─
看
護
師
の
タ
ス
ク

シ
ェ
ア
に
つ
い
て
、
「
制
度

を
導
入
す
る
要
望
に
対
し
て

様
々
な
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と

を
適
切
に
踏
ま
え
る
も
の
と

す
る
。」
と
の
文
言
が
記
載

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
新
た

な
資
格
を
創
設
す
る
こ
と
は

国
民
の
医
療
安
全
の
観
点
か

ら
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
の
立
場
を
改
め
て
表
明
。

在
宅
医
療
に
お
け
る
課
題
解

決
は
、
地
域
連
携
の
強
化
と

特
定
行
為
研
修
の
推
進
、
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
（D 

to 
P 

with N

）
等
に
よ
り
対
応
し

て
い
く
べ
き
だ
と
し
た
。

最
後
に
松
本
会
長
は
、「
こ

れ
か
ら
財
務
省
よ
り
令
和
６

年
度
予
算
の
概
算
要
求
基
準

が
示
さ
れ
、
夏
に
各
省
か
ら

概
算
要
求
の
提
出
等
が
行
わ

れ
る
予
定
だ
が
、
『
国
民
の

生
命
と
健
康
を
守
る
』
と
い

う
医
師
の
使
命
を
果
た
せ
る

よ
う
な
予
算
確
保
が
実
現
す

る
よ
う
、
引
き
続
き
政
府
に

働
き
掛
け
て
い
く
」
と
の
姿

勢
を
示
し
た
。

釜

敏
常
任
理
事
は
、
規

制
改
革
推
進
会
議
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
ナ

ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

の
議
論
を
受
け
て
日
本
医
師

会
が
実
施
し
た
、
「
訪
問
看

護
に
お
け
る
医
師
と
の
連
絡

体
制
に
関
す
る
緊
急
調
査
」

の
結
果
が
こ
の
ほ
ど
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
と
し
て
、
そ
の

内
容
を
説
明
し
た
。

調
査
は
、
山
形
県
、
東
京

都
、
神
奈
川
県
、
大
阪
府
、

岡
山
県
、
鹿
児
島
県
の
６
都

府
県
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
抽
出
し
た
、
３
３

８
６
事
業
所
を
対
象
と
し
て

実
施
し
た
も
の
で
、
４
月
下

旬
に
調
査
票
を
発
送
し
、
５

月
19
日
ま
で
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
っ
て
も
ら
っ

た
回
答
を
集
計
し
た
結
果
と

な
っ
て
い
る
（
回
答
率
は

42
・
３
％
）。

日
常
の
訪
問
看
護
の
実
施

に
お
い
て
、
必
要
な
時
に
医

師
と
の
連
絡
は
う
ま
く
取
れ

て
い
る
か
と
の
質
問
に
対
し

て
は
、「
よ
く
取
れ
て
い
る
」

が
31
・
８
％
、
「
だ
い
た
い

取
れ
て
い
る
」
が
65
・
８
％
、

合
計
97
・
６
％
で
、
ほ
ぼ
全

て
の
事
業
所
で
連
絡
が
取
れ

て
い
た
。

過
去
６
カ
月
の
間
に
、
夜

間
や
週
末
等
に
お
け
る
緊
急

時
対
応
の
際
に
、
医
師
と
訪

問
看
護
師
と
の
連
携
が
う
ま

く
取
れ
ず
、
患
者
さ
ん
の
状

態
に
重
大
な
影
響
が
あ
っ
た

事
例
が
あ
っ
た
か
と
の
問
い

に
対
し
て
は
、
重
大
な
影
響

が
あ
っ
た
と
す
る
事
例
は
、

85
事
業
所
か
ら
１
１
６
事
例

が
寄
せ
ら
れ
た
（
こ
れ
を
回

答
し
た
全
事
業
所
の
患
者
ベ

ー
ス
で
試
算
す
る
と
、
そ
の

割
合
は
０
・
０
１
３
％
と
な

る
）。具体

的
な
患
者
の
症
状
で

は
、
最
も
多
か
っ
た
の
が
発

熱
で
41
件
、
続
い
て
疼
痛
が

20
件
、
終
末
期
・
看
取
り
関

係
が
13
件
、
脱
水
が
12
件
、

呼
吸
状
態
の
悪
化
が
８
件
で

あ
っ
た
。

重
大
な
影
響
が
あ
っ
た
事

例
を
分
類
す
る
と
、「
医
師
と

の
連
絡
に
つ
い
て
、
時
間
を

要
し
た
も
の
」（
23
件
）、「
連

絡
が
つ
か
ず
救
急
搬
送
と
な

っ
た
も
の
」（
22
件
）、「
医
師

か
ら
の
返
事
や
指
示
が
な
か

っ
た
も
の
」（
６
件
）で
、
そ
の

他
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
関
係
な
ど
で
あ
っ
た
。

夜
間
や
週
末
等
に
お
け
る

緊
急
時
対
応
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

は
、
「
症
状
の
変
化
が
予
測

さ
れ
る
場
合
に
、
事
前
に
薬

剤
を
処
方
し
て
も
ら
う
」
が

75
・
２
％
で
、
４
分
の
３
の

事
業
所
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
他
、
「
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
の
活
用
」
「
投

薬
・
処
置
に
つ
い
て
事
前
の

包
括
的
指
示
の
活
用
」
は
半

数
以
上
の
と
こ
ろ
で
行
わ
れ

て
い
た
。

訪
問
看
護
の
現
場
で
医
師

に
理
解
し
て
欲
し
い
こ
と
、

改
善
し
て
欲
し
い
こ
と
に
つ

い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
医
師

と
の
連
絡
に
つ
い
て
は
、
大

き
な
病
院
の
勤
務
医
が
担
当

医
の
場
合
、
連
絡
が
取
り
に

く
く
、
時
間
外
は
救
急
部
門

へ
の
連
絡
に
な
っ
て
し
ま
う

と
い
っ
た
意
見
が
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。

医
師
の
指
示
に
つ
い
て

は
、
訪
問
看
護
指
示
書
に
お

け
る
明
確
な
指
示
の
記
載
を

求
め
る
声
や
、
訪
問
看
護
指

示
書
の
不
備
に
つ
い
て
の
指

摘
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
緊
急
時
の
対
応
に

つ
い
て
、
事
務
職
員
を
介
さ

ず
に
直
接
医
師
と
連
絡
を
取

り
た
い
と
い
う
声
も
多
く
寄

せ
ら
れ
た
他
、
「
医
師
側
か

ら
薬
や
治
療
方
針
が
変
更
に

な
っ
た
時
に
き
ち
ん
と
情
報

を
共
有
し
て
欲
し
い
」
「
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し

て
欲
し
い
」
「
緩
和
医
療
を

し
て
く
れ
る
在
宅
医
が
少
な

い
」
「
状
態
変
化
時
は
往
診

し
て
欲
し
い
」
と
い
っ
た
要

望
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
に
つ
い

て
、
同
常
任
理
事
は
多
く
の

事
業
所
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表

明
。
「
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や

要
望
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
日
本
医
師
会

と
し
て
真し

ん

摯し

に
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

述
べ
た
。

そ
の
上
で
、
今
後
に
つ
い

て
は
、日
本
医
師
会
と
し
て
、

（
１
）
在
宅
医
療
に
携
わ
る

医
師
を
増
や
し
て
い
く
、

（
２
）
医
療
Ｄ
Ｘ
の
利
用
を

よ
り
積
極
的
に
進
め
る
、

（
３
）
一
人
の
医
師
が
24
時

間
３
６
５
日
対
応
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
後

方
病
院
等
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
の
構
築
を
進
め
る

─
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
く
決
意

を
表
明
。（
３
）に
つ
い
て
は
、

連
携
を
進
め
る
上
で
地
域
の

医
師
会
が
果
た
す
役
割
は
極

め
て
大
き
い
と
し
、
都
道
府

県
・
郡
市
区
等
医
師
会
に
対

し
て
、
理
解
を
求
め
て
い
く

考
え
を
示
し
た
。

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）



（5）第1484号 日 医 ニ ュ ー ス 〔第3種郵便物認可〕令和5年7月20日

お知らせ

　全国各地で活躍する医師の取り組みを取
り上げ、その思いを共有する中で、国民の
信頼に応えていく医療の未来ビジョンを探
ることを目的として、6月11日に開催した
シンポジウム「未来ビジョン“若手医師の
挑戦”」を収録した動画を、
日本医師会公式YouTubeチ
ャンネルに掲載しています。
ぜひご覧下さい。

３
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、

「
人
流
の
制
限
」
や
「
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
」
に
よ
り
、
人
間

同
士
の
直
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
制
限
を
強
い

た
。
一
方
、
こ
の
間
に
デ
ジ

タ
ル
化
と
Ａ
Ｉ
化
が
一
挙
に

進
歩
し
、
医
療
の
分
野
で
は

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
、
会
議
や

学
会
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
が
当
た

り
前
と
な
っ
た
。
利
用
者
に

と
っ
て
便
利
な
デ
ジ
タ
ル
化

は
働
き
方
改
革
に
も
な
り
、

欠
か
せ
な
い
存
在
と
言
え

る
。ペ

ス
ト
と
宗
教
改
革
、
コ

レ
ラ
と
産
業
革
命
な
ど
、
過

去
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
歴
史

的
転
換
点
と
な
っ
て
い
る
よ

う
に
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
新
た
な
生
活
様

式
や
価
値
観
の
変
容
は
、
新

し
い
正
常
な
日
常
を
生
み
出

す
引
き
金
と
な
る
。
コ
ロ
ナ

以
前
の
過
去
を
懐
か
し
が

り
、
元
に
戻
る
の
は
時
代
の

流
れ
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
か
ら
何
も
学
ん

で
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

国
や
メ
デ
ィ
ア
か
ら
、
コ

ロ
ナ
感
染
の
不
安
な
情
報
が

一
方
的
に
、
繰
り
返
し
流
さ

れ
る
と
、
人
々
の
心
理
状
態

は
一
つ
の
方
向
に
向
き
始

め
、
偏
っ
た
情
報
に
疑
問
を

持
ち
正
し
い
判
断
を
す
る
の

が
難
し
く
な
る
。
個
人
の
自

由
よ
り
も
集
団
の
論
理
を
優

先
さ
せ
、
多
様
な
意
見
や
批

判
的
思
考
が
認
め
ら
れ
な
く

な
る
風
潮
が
世
界
中
で
進
行

し
て
い
る
の
が
、
危
惧
さ
れ

る
。バ

ブ
ル
崩
壊
後
の
日
本
の

貧
困
化
が
、
特
に
近
年
加
速

し
て
い
る
。
30
年
に
も
及
ぶ

賃
金
や
物
価
の
停
滞
と
最
近

の
円
安
の
影
響
も
あ
り
、
い

つ
の
間
に
か
諸
外
国
に
比
べ

て
経
済
的
地
位
は
低
下
し
、

日
本
の
国
力
は
凋

ち
ょ
う
ら
く落
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
る
。
莫
大
な

財
政
赤
字
や
金
融
緩
和
策
に

加
え
て
、
コ
ロ
ナ
後
に
残
る

莫
大
な
過
剰
債
務
は
、
イ
ン

フ
レ
や
増
税
の
リ
ス
ク
と
相

ま
っ
て
、
コ
ロ
ナ
後
の
日
本

の
将
来
に
大
き
な
障
壁
と
し

て
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。

日
本
人
は
政
治
に
概
し
て

無
関
心
で
あ
り
、
政
治
に
対

す
る
期
待
が
低
い
傾
向
が
あ

る
が
、
進
化
し
た
正
常
な
未

来
を
目
指
す
た
め
に
は
、
自

分
の
頭
で
考
え
て
意
見
を
持

ち
、
主
張
と
行
動
を
続
け
る

こ
と
が
、
こ
の
歴
史
的
転
換

点
に
生
き
る
我
々
に
は
必
要

で
あ
る
。

 

（
文
）

コ
ロ
ナ
後
の
世
界

第
２
ク
ー
ル
：
２
８
０
名

◆
申
込
要
件
：
①
日
本
の
医

籍
登
録
を
し
て
い
る
者
（
申

込
時
に
医
籍
登
録
番
号
が
必

要
と
な
り
ま
す
）
②
全
日
程

参
加
で
き
る
者

◆
申
込
受
付
期
間
：

第
１
ク
ー
ル
：
８
月
１
日

（
火
）
～
８
月
８
日
（
火
）

第
２
ク
ー
ル
：
10
月
３
日

（
火
）
～
10
月
10
日
（
火
）

た
だ
し
、
受
付
は
３
８
０

名
に
達
す
る
ま
で
先
着
順
で

行
い
、
そ
の
中
か
ら
産
業
医

活
動
を
１
年
以
内
に
始
め
る

者
を
優
先
し
た
抽
選
に
よ

り
、
２
８
０
名
の
参
加
者
を

決
定
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法
：
産
業
医
科
大

学

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（https://www.uoeh-u.

a
c
.
j
p
/
m
e
d
i
c
a
l
/

isikaikensyu.html

）

よ

り
、
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

◆
受
講
料
：
16
万
円
（
税
込
）

（
テ
キ
ス
ト
・
資
料
代
、
昼

食
代
を
含
む
）

◆
単
位
申
請
：
基
礎
研
修
50

単
位
（
前
期
研
修
14
単
位
、

実
地
研
修
10
単
位
、
後
期
研

修
26
単
位
）

◆
取
得
資
格
：
日
本
医
師
会

認
定
産
業
医
資
格
（
日
本
医

師
会
へ
の
申
請
に
よ
り
認
定

書
が
交
付
さ
れ
ま
す
）

◆
講
師
：
産
業
医
科
大
学
の

教
員
及
び
産
業
医
学
分
野
の

専
門
家

◆
そ
の
他
：
産
業
医
科
大
学

の
受
講
証
明
書
を
発
行
し
ま

す
（
た
だ
し
、
こ
の
受
講
証

明
書
は
認
定
産
業
医
の
資
格

を
証
明
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）
。

日
本
医
師
会
認
定
産
業
医
制
度
基
礎
研
修
会

 

産
業
医
科
大
学
産
業
医
学
基
礎
研
修
会

東
京
集
中
講
座

◆
主
催
：
産
業
医
科
大
学
、

日
本
医
師
会

◆
共
催
：
産
業
医
学
振
興
財

団◆
目
的
：
産
業
医
と
し
て
の

被
選
任
資
格
を
取
得
す
る
た

め
の
研
修
会

◆
開
催
期
間
：

第
１
ク
ー
ル
：
11
月
19
日

（
日
）
～
24
日
（
金
）
ま
で

の
６
日
間

第
２
ク
ー
ル
：
令
和
６
年
２

月
５
日
（
月
）
～
10
日
（
土
）

ま
で
の
６
日
間

◆
会
場
：
ク
ロ
ス
・
ウ
ェ
ー

ブ
府
中
（
東
京
都
府
中
市
日

鋼
町
１
─

40　

042
─

３
４

０
─

４
８
０
０
）

◆
定
員
：

第
１
ク
ー
ル
：
２
８
０
名

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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大迫政彦代議員（鹿児島県）からの、次期診療報酬改定に対する日本医
師会の取り組みと対策についての質問には、長島公之常任理事が中医協な
どにおける対応を中心に回答を行った。
同常任理事は、「医療経済実態調査」や「介護事業経営実態調査」の結
果を踏まえながら、「診療報酬上・介護報酬上の対応を強く求めていくこ
とになるが、そのための財源を十分に確保することが大前提になる」と指
摘。「基本診療料や入院時食事療養費の引き上げは、非常に大きな財政影
響が見込まれるため、なかなか実現できていないが、そうした中でも、基
本診療料や入院料の加算による評価や基礎的な技術料の評価等を通じて、
医療機関全体としての収支が改善するよう努めてきた」と主張した。
その上で、長島常任理事は、「診療報酬で対応するためには、中医協の
場だけでは限界があり、年末の予算編成に向けて、政治的な対応を含め、
医師会を始め医療界全体が一丸となって財源を確保できるよう取り組んで
いく必要がある」と述べ、日本医師会として最大限の取り組みを行う意向
を示し、支援と協力を求めた。

藤田泰宏代議員（高知県）からは、（1）総合病院が院内紹介を断るの
は応招義務違反に相当するのではないか、（2）日本医師会が厚生労働省
に働き掛け、「総合病院における院内紹介推進」の通達を発出させること
はできないか、（3）国の医療機関役割分担強化政策は、患者にとって不
利益であろうとも推進されるべきものなのか─との質問が出された。
釜萢敏常任理事は（1）について、個別の事情と、当該医療施設の診療
体制等を総合的に判断する必要があると回答。また、（2）については、
まずは実態をよく把握した上で適切な対応を考えていきたいとした一方、
院内紹介をしないことで患者に不信感を与えてしまうような事例を減らす
ためには、医療界の取り組みとして、かかりつけ医機能の充実が重要にな
ると強調した。
更に、（3）に関しては、「将来の医療需要の変化等に向け、医療機能の
分化と連携自体は必要な政策と言えるが、それは患者のため、また地域の
実情や各医療機関の役割に応じたものでなければならない」と述べるとと
もに、今後も執行部一同、日本医師会の「医の倫理綱領」「医師の職業倫
理指針」に記された理念を認識しつつ、国民視点に立った提言を行ってい
く姿勢を示した。

内田耕三郎代議員（岡山県）から、学校の健康診断における肌着の着脱
について、日本医師会として「統一見解」を作成するよう要望があったこ
とについては、渡辺弘司常任理事が回答した。
同常任理事は、学校健診は確定診断を行うものではなく、学校生活を送
るに当たり支障があるかどうかのスクリーニングであり、見落としをでき
る限り避ける必要があると説明。「保護者が着用を求める場合、診断範囲
減少への共通理解が必要であり、その調整は学校側が行うものと考える。
診断項目等に関してどこまで正確な判断を求め、各項目の具体的実施方法
をどのようにするのかといった統一見解は示しにくく、教育側と医療側が
十分に相談しながら対応することが重要」と主張した。
その一方で、現在の学校健診の項目の一部には、児童生徒、保護者の考
え方や変化する社会情勢に必ずしも適応しているとは言えないものがある
と指摘し、継続して学校健診のあり方を協議していく考えを示した。
この他、同常任理事は現在、学校保健委員会で作成中の冊子『学校医の
すゝめ～そうだったのか学校医』の中でも、脱衣に関して同様の言及をす
る予定であることを紹介した。

山村善教代議員（宮崎県）は、難病患者について、高額薬剤を使用して
いることが老人保健施設や介護医療院（以下、施設）への入所・入院の阻
害要因となっている事例の解決のため、施設にも難病医療費助成制度を適
用し、施設に過大な薬剤費負担が生じないようにすべきと主張し、日本医
師会の見解を質した。
黒瀨巌常任理事は、医学の進歩に伴い高額な新薬が上市されるのは必至
とし、今後も同様の事例が増加していくことに危機感を示した上で、中医
協等委員により構成される「令和6年度の同時報酬改定に向けた意見交換
会」においても、医療・介護両分野の薬剤報酬の包括化が課題として挙げ
られたことを紹介。引き続き、関係団体等とも連携し、保険算定の対象と
なる疾患や薬剤の範囲拡大に向けて働き掛ける等の方策を検討していくと
した。
また、同常任理事が参画している厚生科学審議会疾病対策部会難病対策
委員会等においても、指定難病医療費助成のあり方について、引き続き対
応策を検討していく意向を示し、理解を求めた。

2024年のトリプル改定を控えた今、介護保険・医療保険における現状
の医師の役割及び評価について日本医師会の見解を問う本多朋仁代議員
（滋賀県）からの質問には、江澤和彦常任理事が回答した。
同常任理事は介護保険制度における医師の関わりは多岐にわたるものと
なっており、かかりつけ医機能報告制度においても、「介護その他医療と
密接に関連するサービスを提供する者と連携して必要な医療を提供する機
能」が盛り込まれるなど、医療保険と介護保険の連携において医師はます
ます「要」の役割を果たすことになると指摘。
日本医師会としても、医師の役割に対する評価における課題や情報を共
有しつつ、サービス提供の対価である報酬のあり方として、どのような評
価のあり方が適切であるのか、中医協や社会保障審議会介護給付費分科会
などの検討の場において議論に臨んでいくとした。

困難を極める医療経営について院内紹介をしない総合病院に異議あり！

学校の健康診断における肌着の着脱について、統一
見解を要望する難病医療での問題点について

介護保険制度における医師の役割と評価について

25

36

4
内山政二代議員（新潟県）からの、光熱費他諸経費の上昇に対する更な
る財政支援獲得に向けた具体的方策を問う質問には、宮川政昭常任理事が
回答した。
同常任理事はまず、各都道府県医師会の臨時交付金による医療機関への
支援事業の実現に向けた、各自治体との交渉における多大な尽力に対して
感謝の意を表明した上で、交付金の仕組み上、地方自治体によって措置内
容にばらつきがある等の課題を指摘。医療機関は物価高騰や賃金上昇を価
格に転嫁できないことから、物価高騰と賃上げへの対応に必要な原資の確
保に向けて、国民医療推進協議会総会を開催し、決議を採択するなど、政
府与党を中心にさまざまな働き掛けを行ったことを報告。その結果、「骨
太の方針2023」には必要な対応を行う旨が記載されたと説明した。
今後については、「国に対して機動的な対応を求めていくため、都道府
県医師会の先生方と一丸となり、財政支援の獲得に向けて邁

まいしん

進していく」
として、引き続きの協力を求めた。

光熱費ほか諸経費の上昇に対するさらなる財政支援
のために1

第154回日本医師会定例代議員会における代表質問に対する回答要旨（6～8面）



（7）第1484号 日 医 ニ ュ ー ス 〔第3種郵便物認可〕令和5年7月20日

鍬方安行代議員（大阪府）は、（1）被災傷病者情報収集ツールとして
のJ-SPEED+の利活用、（2）CBRNE（テロ災害）研修会の開催実績を持
つ日本医師会におけるマスギャザリング対応の知見向上のための今後の取
り組み─について質問。
細川常任理事は、（1）について、災害時には全国の医師会間等で情報
共有できるよう、毎年、災害情報通信訓練を実施していることを紹介。政
府により全国医療情報プラットフォーム構築が進められる中で、日本医師
会として、日時や場所を問わず、必要な情報が共有される体制の実現及び
J-SPEED+等の活用・推進に努めていくとした。
（2）については、現在、救急災害医療対策委員会において『大規模イ
ベント医療・救護ガイドブック』の改訂を検討中であることと併せ、2021
年の東京オリンピック・パラリンピック等の際に採用したテロ災害対策も
紹介し、引き続き必要に応じた準備、強化に努めていく考えを示した。
また、今後、大規模イベントへの外国人観光客の参加者増加が予想され
る中で、医療通訳サービスの認知度向上に努めるとする一方、関係医師会
に対して、自治体等との一層の連携強化を推進していくよう要望した。

佐古和廣代議員（北海道）のわが国の薬剤師の配置に関する質問には、
宮川常任理事が回答した。
同常任理事は、（1）薬剤師の地域偏在や業態偏在は重大な問題である
と考え、これまでにも審議会等でその解決に向けた検討を行うよう要望す
るとともに、病院薬剤師の確保のみならず、病院での卒後臨床研修のあり
方が喫緊の課題であるとして、厚労省にその対応を求めてきた、（2）そ
の結果、薬剤師確保計画ガイドラインが策定された他、医療計画作成指針
に地域の実情に応じた薬剤師確保策の実施が新たに記載された─ことな
どを説明。
今後については、「都道府県は、病院団体及び地域薬剤師会等と連携し、
地域の実情に応じた実効性のある薬剤師確保に係る計画を策定することに
なるので協力して欲しい」と要請。日本医師会としても、薬剤師の地域偏
在及び病院薬剤師不足の解消に向けて、日本病院薬剤師会及び日本薬剤師
会等と連携し、厚労省に対して引き続き働き掛けを行っていくとした。

全国各地でおのおのの実情に合わせた「かかりつけ医機能」を提供する
システム構築が必要だとして、日本医師会の見解と今後の方策を問う大坪
由里子代議員（東京都）からの質問には、城守国斗常任理事が答弁を行った。
同常任理事は代議員の考えに賛意を示した上で、他道府県医師会に対し
ては、「まずは各地域の現状を把握し、問題点の分析を行って欲しい」と
した。
また、今後の方策については、各都道府県における地域の実情を踏まえ
た取り組み例を収集・分析し、好事例があれば各都道府県と情報共有する
とともに、それを全国に横展開していくことが重要になるとした。
更に、「地域によっては、医療のかかり方を含め、在宅医療や休日・夜
間の対応などについて、行政や住民と一緒になって考える必要性が生じる
こともある」とし、その際には、地域医師会が中心的な役割を担うよう要
請。日本医師会としても、国民の生命と健康を守るため、全国津々浦々で
「かかりつけ医機能」が発揮されるよう、引き続き支援していく意向を示
した。

慢性的な医療介護の人材不足問題に対する日本医師会の短期的、中長期
的な対応に関する考えを問う市川菊乃代議員（東京都）の質問には城守常
任理事が答弁を行った。
同常任理事は地域医療・介護提供体制の崩壊を防ぐためには国だけでな
く、都道府県及び市区町村が、医療・介護関係者と共に危機感を共有し、
人材確保策を講じる必要があると指摘。その対応については、短期的には
賃金対策を挙げるとともに、中長期的には、（1）国に対して、処遇改善
を含めた報酬財源の確保とともに、需要が拡大する医療人材の養成に手厚
い投資を要請する、（2）国が強力に推進している医療DX等の社会状況へ
の変化への対応、（3）健康寿命の延伸に伴う元気な高齢者の活用、（4）
外国人材受け入れの適切な環境整備の推進─が必要になるとした。
その上で、日本医師会として、今後も直近の諸課題だけではなく、その
先の2040年を見据えた必要な政策の立案、財源確保の実現に向けて取り
組んでいく意向を示し、理解と協力を求めた。

木村守和代議員（福島県）は、（1）地域医療構想調整会議（以下、調
整会議）での在宅医療に重きを置いた議論を要望するとともに、人口減少
時の施設の看取りには、市街地の中心部などに低価格で住める入居施設も
有効になると主張。また、（2）病院・有床診療所と無床診療所の連携や
市町村の積極的な参画、入居施設への訪問診療に対する診療報酬上の評価
を求めた他、（3）調整会議の議長を医師会長が務めることへの見解を質
した。
江澤常任理事は、（1）の在宅医療に重きを置いた議論を行うことにつ
いて賛意を示した上で、介護分野の行政や事業関係者に参加してもらうこ
とで調整会議を活性化すべきとした他、「人口減少下においては『住まい』
の整備が重要であり、令和4年12月の介護保険制度の見直しに関する意見
の取りまとめに、住まいと生活の一体的支援として、住宅分野の住まい施
策との連携も盛り込まれていることを踏まえ、今後の推移を見守っていき
たい」とした。
（2）に関しては、「市町村の積極的な参画については全く同感であり、
市町村が行う『在宅医療・介護連携推進事業』等において、郡市区等医師
会が市町村との連携の下、主導的な役割を果たして欲しい」と述べた。
その他、診療報酬の引き上げについては、実態を踏まえた上で、中医協
で議論する必要があるとした他、（3）に関しては、「今後、調整会議では
外来医療や在宅医療の議論を行うことも期待されており、医師会長が議長
を務める必要性はますます高まっている」として、その意義を強調した。

災害時の被災者情報収集法の充実およびマスギャザ
リング対策の向上に関する日本医師会の取り組みに
ついて

薬剤師の偏在について

かかりつけ医～24時間365日にどう対応するか～2040年に向けて、慢性的な医療介護人材不足対策
について

地域医療構想調整会議のありかたと「追加的需要
看取り」について

811

912

10
安藤健二郎代議員（宮城県）は、災害時における地域の診療所の役割と
して、（1）被災者の救護、傷病者の治療、（2）地域住民のための医療提
供の継続、（3）災害拠点病院や他の医療機関との連携や情報共有、（4）
指定避難所への巡回─等を挙げた上で、事業継続計画（BCP）策定が
欠かせないことを指摘。また、BCPの実施には非常用電源の確保が重要
とし、災害時に診療所が担うべき役割の明確化とともに、非常用電源配備
推進について、日本医師会の考えを質した。
細川秀一常任理事は、診療所はJMAT・DMAT等の医療チームと連携
を取りながら、被災者や患者の生命・健康を守る責務を負っていることを
強調するとともに、「平時からの地域包括ケアシステムによるまちづくり
こそが最大の災害対策」と考え、日本医師会として国に予算要望してきた
ことを説明。BCPについては、今後も各診療所が地域連携の下、過度な
負担なく策定できるよう国に求めていくとした。
また、非常用電源については、予算要望の結果、補助対象が段階的に拡
大されてきているが、今後も更なる支援の拡充に向け、厚労省以外の他省
庁も含めて、国に働き掛けを続けていく意向を示した。

災害に強い診療所を増やすために（診療所は非常用
電源を備えるべきです）7
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小松幹一郎代議員（神奈川県）からの、組織力強化に関する質問には、
釜萢常任理事が回答した。
同常任理事は、非会員の若手・女性・病院勤務医の声を反映させるため、
現在、常勤役員が大学医師会や大学病院等を訪問し、入会促進に向けた協
力要請を行っていることや、日本医師会の医師会組織強化検討委員会でも
検討を進めていることを説明。6月11日には、シンポジウム「未来ビジョ
ン“若手医師の挑戦”」を開催したことも報告した。
また、若手病院勤務医を対象とした、日本医師会のみに所属する新カテ
ゴリーの創設の検討を求める意見については、「三層構造で発展・運営し
てきた医師会の根幹に関わる問題で慎重な検討が必要」と述べ、まずは、
会費減免等を通じて、より多くの若手医師に三層全ての医師会に参画して
もらうのが現時点では重要とした他、地域医師会に既入会の医師が地域医
師会を退会する懸念があることなどを指摘。「会員にとって一番身近な存
在である地域医師会の活動は、医師会活動の基本であることから、所属し
ないまま日本医師会への入会を認めることに対してはさまざまな考え方が
あるため、引き続き、幅広く耳を傾けていきたい」とした。

上田博代議員（石川県）からの、ストレスチェック制度の評価と自殺者
の増加傾向に関する質問には神村裕子常任理事が回答。
ストレスチェックについては効果が認められる一方で、「受検先によっ
てストレスチェック結果の報告書様式が違うため対応しにくい」「高スト
レス者のうち医師による面接指導を希望する者が非常に少ない」などの課
題も指摘されていることに触れ、その改善のためには産業医研修会の充実
に加え、結果報告書フォームの標準化や、産業医の負担に対する報酬面で
の対応、オンラインによる面接指導の活用などが必要になるとの考えを示
した。
また、最近の自殺者の増加傾向に関する質問には、令和4年は2万人を
超え、中でも小中高生の自殺者が過去最多水準となっていることを踏まえ、
厚労省の「自殺総合対策の推進に関する有識者会議」において江澤常任理
事が、全国自治体の実態把握や好事例の横展開等を求めている他、小中高
生の支援のため、精神科系学校医の確保やかかりつけ医の対応力向上研修
での取り組みなどにも言及していることを紹介した。

福地康紀代議員（静岡県）からの、「集団的個別指導の選定基準」等に
対する日本医師会の見解を求める質問には、長島常任理事が回答した。
同常任理事は、厚労省だけでなく、医師会にも保険診療の取り扱い、診
療報酬の請求等に関する事項を周知徹底する責務があるという意見につい
て、日本医師会としても医師会が担う重要な役割と考える一方で、どの医
療機関が保険診療の仕組みやルールの理解が乏しいか推察することは簡単
ではないことを指摘した。
次に、いわゆる高点数保険医療機関について、課題は大きいものの、長
年の運用によりその基準に一定程度の適当性はあるとした上で、「高点数
以外に、より適当な基準を見つけるのは当面難しい」と述べ、これまで「高
点数＝悪」という誤解を与えるような説明や、萎縮診療につながるような
指導は決して行わないよう当局に強く申し入れてきたことや、現在の基準
における課題の解決を厚労省に働き掛けていくのが現実的な対応として、
理解を求めた。
その他、集団的個別指導の選定基準については、「見直しの必要性、方
向性、医療現場への影響など、さまざまな幅広い視点から丁寧かつ慎重な
検討が必要となる」として、日本医師会内で検討していく方針を示した。

桃木茂代議員（埼玉県）からの、医療機関におけるキャッシュレス決済
の導入促進に関する日本医師会の見解を問う質問には、長島常任理事が「患
者側のニーズの増大、医療DXの進展、訪日外国人受診の増加などに対応
するため、必要とする医療機関への普及が必要である」と回答。
その上で、医療費が公定価格で、医療機関はキャッシュレスに係るコス
トを価格に転嫁できないことから、そのコスト負担解消に向けて、諸外国
における医療機関や日本における医療以外の分野の公定価格の状況、決済
会社の国際的あるいは国内のルールなどを踏まえて、国との協議を継続す
ることを明らかにした。
一方、現実的な施策として、決済手数料を大幅に軽減した会員向けのキ
ャッシュレスサービスを提供しており、現在約2,300施設が利用中である
ことを報告。「クレジットカードについては業界最低水準の手数料率を実
現しているが、利用する医療機関数が増えるほど更なる引き下げの交渉が
可能になる」として、その参加と周知に対する協力を求めた。

上林雄史郎代議員（和歌山県）からの、増加する認知症に対する日本医
師会の対応についての質問には、江澤常任理事が、これまで国による認知
症サポート医や、かかりつけ医認知症対応力向上研修に関する事業運営に
協力するとともに、『かかりつけ医のための認知症マニュアル』『かかりつ
け医向け認知症高齢者の運転免許更新に関する診断書作成の手引き』等の
作成を行ってきたことを説明。
行動・心理症状を未然に防ぐ適切な認知症ケアが検討されており、今年
度の「日医かかりつけ医機能研修制度」の応用研修会においても認知症ケ
アに関する講義を設けている他、早期発見のため、認知症初期集中支援チ
ームの活動支援や課題について、厚労省と協議を重ねているとした。
また、同常任理事は、「認知症はコモンディジーズに位置付けられてい
るが、認知症という特定の疾患の診断行為を報酬上評価することに関して
は、報酬体系の全体的な観点からの検討も必要」との見解を述べた上で、
患者と継続的に関わり、生活全般を支えるかかりつけ医の役割はますます
重要になると強調した。

若手・女性・病院勤務医の視点で考える組織力強化をストレスチェック制度の評価

指導大綱の第4「指導対象となる保険医療機関等及
び保険医等の選定」の3「集団的個別指導の選定基
準」、いわゆる高点数保険医療機関等について

医療機関におけるキャッシュレス決済導入促進について

少子高齢社会の中、増加する認知症に対する日本医
師会の対応について

1417

1518
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平田泰彦代議員（福岡県）からの、有料の職業紹介事業者に頼らない医
療機関等の人材不足の解消に向けた取り組みについての質問には、今村英
仁常任理事が回答した。
同常任理事は、日本医師会は10年以上前から医療、介護の有料職業紹
介に問題意識をもち、国の審議会等で改善を求めてきたことや、令和3年
度からは日本医師会と病院団体が参画する「適正な有料職業紹介事業者認
定制度」が開始されるなど、さまざまな取り組みが進んできていることを
紹介した。
また、「骨太の方針2023」では、「医療介護分野における職業紹介につ
いて、（中略）有料職業紹介事業の適正化に向けた指導監督や事例の周知
を行う」と記載されたことを説明。「公共職業安定所やナースセンターを
十分活用することができるよう、機能強化を国に求めていく」と述べた他、
日本医師会女性医師バンクを多くの医療機関に活用してもらえるよう努め
るとした。
更に、医療機関等においては、有料職業紹介事業者を選ぶ際には同認定
の有無を確認するなど、適正な事業者の利用を呼び掛けた上で、日本医師
会として、現場に負担を掛けない形となるよう注力していく方針を示した。

医療機関や介護施設における人材確保の現状と課題
について13

※今号は代議員会特集号のため、「勤務医のページ」「南から北から」は休止となっています。
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